
2020年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（NJ32420A21）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

パラグアイ G254 文化 日系 交替
1代目 2年 ・2020/2 ・2020/3 ・

2021/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

パラグアイ日本人会連合会

2）配属機関名（日本語）

パラグアイ日本人会連合会
日系社会

3）任地（ アスンシオン市 ） JICA事務所の所在地（ アスンシオン ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 徒歩 で 約 0.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は首都アスンシオンに事務所をおき、パラグアイ全土に在る9つの日本人会・文化協会(1世・2世が中心)と、1つ
の日系人協会(2・3世が中心)で構成されている。特に、日本語教育、文化、高齢者福祉に関する活動、及び後継者育成
に力を入れている。事務所はアスンシオン日本人会の敷地内にあり、同場所では盆踊り大会、文化教室等が開催されて
いる。加盟団体の総世帯数は約1200世帯(2019年10月現在)、日系社会全体における日本人会の組織率は約60%(都市部)
となっている。現在、長期NJV(文化)が活動中(2020年3月まで)。

【要請概要】
1）要請理由・背景

近年、パラグアイ日系社会における日本の伝統・文化活動の継承の重要性が改めて再認識されている。同時に、パラグ
アイ人においても日本文化に関する興味、関心が高まっている。日系日本語学校では、日本語教育以外でも、習字、生
け花、和太鼓、着付け、よさこいソーラン等の愛好会が自主的な活動を行っている。また、各日本人会では、日本祭り
や盆踊り大会等を企画し、日本文化の普及に努めている。今後、パラグアイ全土への文化継承と普及を目指すためには、
日本の伝統文化等を継承できる人材育成と中長期的な計画整備が急務となっている。初代長期隊員により、各地のニー
ズが掘り起こされたが、引き続き高い専門性や技術を有した日本人が指導する必要性がある。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

配属先を拠点とし、日本語教育を取り入れている現地校、日系移住地等を巡回して以下活動を行う。
1.日系婦人部・各種愛好会を対象に、講習会を企画・実施する。※可能な分野に関して指導を行う。
2.茶道、着付け指導、日本料理等の日本文化紹介の講習会実施への支援を行う。
3.地域の日本文化普及を行う機関(現地校等)への指導協力を行う。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

コピー機、ファックス、パソコン(OS,Window 8)、プリンター(HP)
主なソフト:ワード2010、エクセル2010、アクセス2010等

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚: 主任1名、大卒(日本)、補佐的専従スタッフ:日系2世、大卒(パラグアイ)
事務局長:(男性) 勤続11年

活動対象者:各移住地の日本語学校生徒、教師、
文化センター、現地校等の生徒、教師等

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

その他

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

言語問わず(レベル:D)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（指導経験）2年以上　備考：現地指導者への育
成を含むため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（温暖湿潤気候）　気温：（0～40℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水源]：（安定）

【特記事項】
パラグアイ人も指導対象となるため活動使用言語は日本語およびスペイン語となる。

【類似職種】
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